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ラ ッ ト網膜色 素．ヒ皮細胞 に お け る視細胞外節

貪食の 電顕細胞化学的研究

　　赤星 降幸 ，斎藤多久馬

　　（臼治医大 ・解剖 ）

　　由崎義…

　　（愛 知県 コ ロ ニ ー ・
形態 ）

目的 ： 網膜視細胞外節は 脂質に富む層板 よ　網膜色素上皮細胞 にお け る杆体細胞外節の 貪
りな り，こ れに 隣接 した網膜色素上皮細胞　食は光刺戟 に よ り開始 され

， 消化 に は lyso一

は リ ソ ゾーム を もち，貪食機能が あ る 。就　 s ・ me が 関与す る こ とが報告され興味深 い。
［t　’外節の 醸 に つ い て は よ く知 ら才Lて い 今回我々 は貪食開始後の変tr“ を経時的 に電顕

る。 外節 と色素上皮細胞の こ の 関係は， ビ　組織化学的に観察し，細胞内小器官の 動態を

タ ミ ン E の 作用を硯究す る の に好適 で あ る。 明らか に した の で 報告 す る 。

ビ タ ミ ン E 欠乏が色素上皮の リソ ゾ
ー

ム に　材料 と方法 ：SD 雄Rat を 5 ：00点灯 19 ：00消灯

及 ぼす影響 と そ の 結果起 る外節の 変化 に つ 　の 厳密な明暗環境下で 飼育し，15時点（各 3匹）

い て研究する 。　　　　　　　　　　　　　 で 経時的に 固定し，脱水 ， 包埋 ， 矢状断方向
鰍 方法 ： ウ ・ ス タ

』
系 ラ ・ トを ビ タ ミ ン 1こ超醐 片を贓 し，

一
露 難 後 ，覇 αIU．

｝r・欠乏飼料で飼育 した 。 3 ， 6， 9112 カ　12A ）観察をお こ な っ た 。 画橡解析は

月目に屠殺 し， 1眼 を電顕用に型 の 如 く固　KONTRON 　MOP −AMO3 を用 い
，
　phagt）some ，

定 ，包埋 した 。 他眼 もグル タ ー一
ル ア ル デ ヒ　 phagolysosome ， 】ys〔〕some ，　Golgi 装置 ，脂

ドで 間定後 sGomoh 法に よる酸性ホ ス フ ァ　肪滴に つ い て数 ，面積の 計測を お こ な っ た 。

タ
ーゼ用反応 液に浸漬後 ， 型の 如 く電顕用　結 果 ：点灯30分後phagosome は ピ

ー
ク に 達 し

に包埋 した 。 　　　　　　　　　　　　　 た の ち急激に減少す る 。 貪食開始時 に 多数
結果 ： 色刺 ・飾 胞 に 2測 ・ ゾ…

ム 儲 （ca5 ・1・・臨 ）存AU 、t：　ly，。 ＿ 。 は 6 、3。
し く増加 した 。 外節が変性 し・数が著 しく　に は激減 し（ca 　1．2×ICPI固ノ痂 ）とな る 。 そ の

滅少 した ・ 酸性 ホ ス フ ァ タ
←ゼ は色素上皮　同 じ時期に P卜ago 　iysosom． が ピ…ク に達す る。

細胞で 増強 し，外節 の層板一ヒに 認 め られ た 。 11：30 よ りGolgi 装置は 大型化を聡始す る よ

これ らの 変化 は・経時的に著明とな っ た 。　 うで ある 。 それ と時を同 じく して 脂肪滴が多
繍 二 眇 ミン 欧 乏 鯨 り一 丿ソ ゾ

ー
ム

数 1槻 した の ち融合して 大型イ匕し ， や が て 消
膜 の 不安定化に よ り ，リ ソ ゾ

ー
ム 系酵素が 　失する 。 （KONTRON の 使用 を許 して 下 さ

遊離 して ・そ の 結果外 節層板 に酵素が作用　っ た 英 弘精機麓業に 感謝致 します。 ）

し
， 外節 の 変性，僉食が促 進 され た もの と

推測 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 5／一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


